
緑
の
夏
山
が
赤
黄
色
と
華
や
か
に

変
身
し
た
秋
山
に
な
り
、
み
る
ま
に

立
冬
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

議
会
に
お
い
て
は
、
２
名
減
の
１６

名
の
議
員
で
１１
月
臨
時
会
が
終
了
し

ま
し
た
。
少
々
ス
リ
ム
に
な
っ
た
感

は
歪
め
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
十

二
分
に
熱
意
と
気
力
と
努
力
を
も
っ

て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
前
進

す
る
覚
悟
で
す
。

議
員
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
皆

様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
な
か
な

か
難
し
い
中
で
、「
議
会
だ
よ
り
」

は
ま
さ
に
そ
の
重
要
な
一
端
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。

住
民
と
議
会
の
架
け
橋
と
な
る
広

報
誌
づ
く
り
に
全
力
を
注
ぎ
努
め
て

い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
貴
重
な

ご
意
見
や
ご
感
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
勝
呂
記
）

議
会
だ
よ
り
は
こ
ね
編
集
委
員
会

委
員
長

勝
呂

昌
子

副
委
員
長

村
野
由
紀
子

委

員

勝
俣

公
好

�
い
し
こ
ろ
と
お
も
っ
て

け
っ
た
ら
ど
ん
ぐ
り
だ
�

役職名

議運

議運

議運

議運

副議長

議運○

議運◎

議 長

教福

観環

教福○

教福◎

観環◎

総企○

教福

総企

教福

総企◎

観環○

観環

観環

総企

総企

総企

電 話

（２）１７９２

（２）２５５９

（５）８１３２

（５）５８１１

（２）２３８８

（４）８３０５

（４）４５４５

（２）１３１７

（４）８９２６

（３）６３００

（５）５８１３

（５）６６４８

（３）６０２８

（２）２６５４

（４）８７１４

（２）３２６２

住 所

宮城野２９４

宮ノ下１７２

湯 本１‐１

湯 本２０５‐３

大平台４６２

仙石原４５５

仙石原３５９‐５

宮城野９１５‐７

仙石原２１０‐５

元箱根９０‐１０２

湯 本３２３

湯 本６９８‐１

箱 根１８９

宮ノ下２８９

仙石原２２５

宮城野５７１

氏 名

山 田 和 江

仙 石 有 二

二 見 嘉 彦

小 川 鶴 雄

勝 呂 昌 子

勝 俣 公 好

村 野 由紀子

川 端 � 介

勝 俣 信

杉 山 幹 雄

古 川 貞 夫

沖 津 弘 幸

西 村 和 夫

折 橋 尚 道

勝 俣 俊 彦

勝 俣 清 春

議席
番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

箱根町議会議員名簿（議席順）

平成１７年１０月５日現在

私
た
ち
は
、
今
号
か
ら
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

二
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

平成１７年１２月 （１２）

副委員長 村野由紀子 委員長 勝呂昌子 委員 勝俣公好

議 会 だ よ り は こ ね

◎委員長
○副委員長

キ
リ
ト
リ

請願・陳情をするとき

請願や陳情は、町民の皆さんが町政に対
して意見、要望があるとき、その願いを文
書で提出するものです。

●請 願
議会に提出する請願には、議員の紹介が

必要です。また、議会は形式、手続きが整
っている請願を必ず受理する義務があり、
これを町民の意見、要望として誠実に処理
しなければならないことになっています。

●陳 情
取り扱いは請願とほぼ同じですが、議員

の紹介は必要ありません。

第１４２号

こ
の
作
品
は
、
桐
谷
さ
く
ら
さ

ん
（
小
学
１
年
生
）
の
第
四
回
東

光
庵
俳
句
大
会
の
奨
励
賞
受
賞
作

品
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
す
ば
ら
し

い
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


